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＜連絡事項＞

・東Bのスタッフオフィスにエアコン設置完了しています。取り扱い説明書はBユニットスタッフオフィス内引き出しの下から２番目に保管してあります。

・安ヶ平Dr体調不良の為当直医変更あります。

　　　　　　本日　8/19　安ヶ平Dr→川端Dr

　　　　　　明日　8/20　川端Dr→院長　　　　　　周知お願いします。

・マトレスの天日干しについて天候状況を見ながら実施していきましょう。

・経管栄養施行にともない、夜間帯にて患者様の自己抜去等で再挿入が必要な場合は今後

はチーフへ連絡し確認が必要となりますので周知お願いします。

・発注画面について、今後行事などで病棟以外で物品が必要な場合は物品発注画面に看護グループという項目が増えたので使用する様にして下さい。決裁者は佐藤AOMとなります。周知お願いします。

・安全管理に関して、当然ですが、Cユニットにて丸椅子の使用はスタッフが不在の際は撤去することとなっていますが、撤去されていない事が見受けられるため、スタッフ個人が周知し徹底し事故対策していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 杉澤　恵子様～左大転子～大腿部への熱感、腫脹継続して見られています。本日主治

医へ情報提供しています。消炎鎮痛剤が本日夕から２日分継続処方となりレントゲン施行。結果異常なしとの所見にて経過観察としています。

· 青木　君夫様～一昨日より失見当識みられており、本日主治医へ情報提供しています。

頭部CTは入院時施行している為行なわず、今回は脳波のオーダーあり。今後実施する予定です。

· 峰田　満男様～SPO2低下見られずバイタル異常もないことから本日より茶寒天摂取

進めています。午前の摂取では１ヶ食べ終わるまでに３回程むせ込み見られており、ゆっくり嚥下するよう促しています。各食事の時間には１ヶ摂取して頂き、これからも嚥下状態の観察お願いします。

· 吹越　弘友紀様～臨時薬１週間分追加処方となっています。本日vdsより下剤が入り　　　

ますので排便状態・腹部の観察お願いします。本日15：00軟便極少量確認しています。

· 田中　ミサオ様～食事摂取量少なく、摂取カロリーの低下、予測指示であるエンシュ

アリキッドへの依存性が考えられる為、本日夕より常食１/２量＋ア

イソジェン１P食事変更しています。

また、家族より希望のあった他科受診については、8/21（木）に長女様が面会に来られた際に詳しく検討していく予定となっています。

・松尾　陸奥彦様～食事についての希望あり現在常食大盛りですが、たくさん食べられな

いとのことで、常食へ変更希望しています。またパン食が苦手となの

で、木曜日の主治医診察で主治医へ情報提供お願いします。

＜安ヶ平Dr診察報告＞

・木村　格治様～昨日松尾歯科受診され、ﾛｷｿﾆﾝ（消炎鎮痛剤）ファロム（消炎剤）ノイチ

ーム（抗菌剤）　AM散（胃保護剤）を3日分処方となり本日主治医へ

確認しています。ﾛｷｿﾆﾝについては疼痛時に頓服用（4時間空けて使用）

として使用しその他の物は、本日昼より各食後に服用との指示となって

います。

・和田　昌様～先週より日中の眠気や減薬を希望し明日の定期薬よりドラール（15）催眠鎮静　抗不安薬1T　1×vds→からﾌﾙﾆﾄﾗゼパム（1）1T　1×vdsへ変更となっています。気分変動や他者とのトラブルに注意していきましょう。

・青木　君夫様～失見当識著明にて本日長谷川式簡易知能評価スケール実施しています。

　　　　　　　　結果、17点。質問に対しても間違いが多く本人「最近、物忘れをする」

　　　　　　　　　と話している。明日の朝よりアリセプト　脳循環・代謝改善薬（3）1T×朝で処方となっています。

・浅水　洋様～　本日作業療法見学しています。主治医確認し今後導入予定となってい

ます。（Bグループの予定）

・治療プログラム委員会の疾病教室より今年度の疾病教育についての対象者や運営についての説明を行っています。













